
第 11 回保健学研究科教授会議事要録（公開案） 

 

日  時  令和 8 年 3 月 6 日（金）13 時 25 分～15 時 00 分 

場  所  大会議室 

出 席 者  教 授 合計 23 名、連携講座教授 合計 2 名 

准教授 合計 15 名、特命准教授 合計 1 名、連携講座准教授 合計 1 名 

講 師 合計 3 名 

 

議事要録の確認 

議事に先立ち、2 月 6 日（第 10 回）開催の保健学研究科教授会議事要録（案・公開案）につ

いて確認した。 

 

議  事 

◎審議事項 

１．研究生の受入れ及び延長について 

入試委員会副委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認した。 
 

２．学生の異動について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認

した。 

 

３．単位取得退学の認定について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認

した。 
 

４．学生の指導教員の変更について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認

した。 
 

５．長期履修期間変更申請について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認

した。 
 

６．改組に伴う内規等の整備について 

事務長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認した。修正等の意

見がある場合は、事務部に連絡することとした。残りの内規については次回の教授会に附

議する旨、補足があった。 

 

◎報告事項 
１．特別研究について 

研究科教務委員会委員長から、資料に基づき報告があった。 

 

２．大学間学術交流協定校との大学間学生交流実施細則の締結について（ワシントン大学） 

グローバル交流・教育委員会委員長から、資料に基づき報告があった。 

 

 

３．ハラスメント防止のための就学環境向上アンケート（大学院生対象）集計結果 

（令和 7 年度実施） 

研究科長から、資料に基づき報告があり、指導学生に回答を促すよう周知があった。 

 

 



◎審議事項（教授、PI 准教授、准教授のみ） 

１．令和８年 3 月大学院前期課程修了（学位授与）の判定について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明があり、無記名投票を行った結果、原案

のとおり修了者を決定した。 

 

◎審議事項（教授、PI 准教授のみ） 

１．令和 8 年 3 月大学院後期課程修了（学位授与）の判定について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明があり、無記名投票を行った結果、原案

のとおり修了者を決定した。 

 

２．令和 8 年 3 月博士課程を経ない者の論文審査結果について 

研究科教務委員会委員長から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認

した。 

 

３．その他 

研究科教務委員会委員長から、医学系研究科健康科学専攻の博士論文審査について、未

来社会医学専攻は主指導教員が主査となることが出来ないというルールを採用したこと及

び健康科学専攻における対応について大学院教務委員会で検討したが、賛否がわかれて結

論が出なかった旨の報告があった。意見交換した結果、他大学の状況なども踏まえつつ、

各講座で検討した結果を次回教授会で審議することとした。 

 

◎報告事項（教授、PI 准教授のみ） 

１．その他 

研究科教務委員会委員長から、博士論文を全文公開しない場合は申請をするよう周知が

あった。 

 

◎審議事項（教授のみ） 

１．母性看護学・助産学分野における教育ならびに運営上の問題解決に向けたワーキング 

グループの最終答申について 

ワーキンググループ委員長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承

認した。 
 

２．非常勤講師の選考について 

研究科長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

３．バイアウト制度による非常勤講師の雇用について 

研究科長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

４．PI 准教授の任期更新について 

研究科長から資料に基づき説明を行い、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

５．連携講座教員の職位変更について（投票） 

研究科長から資料に基づき説明があり、投票の結果、森山信彰准教授及び門間陽樹准教

授を令和８年 4 月 1 日から連携講座教授とすることを決定した。 

 

 

■ 次回の教員会議等の開催予定 

3 月 19 日（木）1３時 00 分～ 教員会議、学科会議、教授会、学域会議 

 


